
 

減
少
す
る
若
者
と
都
市
部
へ
の
集
中

　

平
成
十
二
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
と
、
山
形
県
に

お
け
る
二
十
代
・
三
十
代
の
人
口
は
二
七
・
八
万
人

で
、県
の
人
口
に
占
め
る
割
合
は
二
二
・
三
％
で
あ
っ

た
。
こ
れ
を
昭
和
二
十
五
年
と
比
較
す
る
と
、
同
年

に
は
二
十
代
・
三
十
代
が
四
五
・
二
万
人
お
り
、
県
の

人
口
に
占
め
る
割
合
は
三
三
・
三
％
で
あ
っ
た
。す
な

わ
ち
、
五
十
年
の
間
に
二
十
代
・
三
十
代
の
「
若
者
」

は
一
七
・
四
万
人
減
少
し
、県
の
人
口
に
占
め
る
割
合

も
一
一
％
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
こ
と
に
な
る
（
図

１
）。
こ
の
間
、
県
の
人
口
も
昭
和
二
十
五
年
の
一
三

五
・
七
万
人
か
ら
平
成
十
二
年
の
一
二
四
・
四
万
人
へ

と
一
一
・
三
万
人
減
少
し
て
い
る
が
、
若
者
の
人
口

は
、
そ
れ
を
上
回
る
勢
い
で
減
少
し
て
い
る
。

　

こ
れ
を
全
国
に
つ
い
て
見
る
と
、
平
成
十
二
年
の

二
十
代
・
三
十
代
の
人
口
は
三
、五
一
〇
万
人
（
全
国

人
口
に
占
め
る
割
合
は
二
七
・
七
％
）
で
あ
り
、
昭
和

二
十
五
年
（
同
二
、四
四
〇
万
人
、
二
九
・
〇
％
）
と

比
べ
て
割
合
で
は
微
減
し
た
も
の
の
、
実
数
で
は
大

き
く
増
加
し
た
。
ま
た
、昭
和
三
十
年
ご
ろ
ま
で
は
、

山
形
県
の
方
が
全
国
よ
り
も
二
十
代
・
三
十
代
の
割

合
が
高
か
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
以
降
は
両
者
が
逆

転
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
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「
人
口
が
減
少
す
る
と
な
ぜ
問
題
な
の
か
？
」
と
い
う
答
え
の
一
つ
に
、「
生
き
の
い
い
若
者
（
こ
こ
で
は

二
十
代
・
三
十
代
を
指
す
と
思
わ
れ
る
）
が
減
っ
て
、
地
域
が
衰
退
す
る
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
筆
者
の

持
論
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
二
十
代
は
試
行
錯
誤
を
重
ね
な
が
ら
�
が
む
し
ゃ
ら
に
学
ぶ
�
年
代
で
あ
り
、

三
十
代
は
自
分
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
て
�
が
む
し
ゃ
ら
に
働
く
年
代
�
だ
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
が
活
性

化
す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
二
十
代
・
三
十
代
の
「
若
者
」
の
パ
ワ
ー
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
地
域
に
若
者
が
ど
れ
だ
け
存
在
し
て
い
る
の
か
は
、
そ
の
地
域
の
将
来
性
を
計
る
一

つ
の
指
標
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
人
口
移
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
山
形
県
に
お
け

る
「
若
者
」
の
動
き
と
地
元
定
着
の
実
態
を
報
告
す
る
。

図１　山形県における20代・30代人口の推移と県人口に占める割合の変化

資料：国勢調査
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一
方
、
県
内
市
町
村
に
お
け
る
二
十
代
・
三
十
代

人
口
の
分
布
を
見
る
と
（
図
２
）、
割
合
で
は
山
形
市

の
二
五
・
九
％
が
最
も
高
く
、米
沢
市（
二
五
・
七
％
）、

天
童
市
（
二
五
・
三
％
）
が
こ
れ
に
続
く
。
た
だ
し
、

県
の
平
均
値（
二
二
・
三
％
）を
上
回
っ
て
い
る
の
は
、

こ
れ
ら
三
市
に
加
え
、
東
根
市
（
二
五
・
二
％
）、
鶴

岡
市
（
二
二
・
七
％
）、
新
庄
市
（
二
二
・
六
％
）、
酒

田
市
（
二
二
・
六
％
）
の
七
市
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
七
市
の
人
口
が
県
人
口
に
占
め
る
割
合
は
五

六
・
五
％
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
七
市
の
二
十
代
・
三
十

代
人
口
が
県
の
二
十
代
・
三
十
代
人
口
に
占
め
る
割

合
は
六
二
・
五
％
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
山
形
県
で
は
戦
後
一
貫
し
て

二
十
代
・
三
十
代
の
若
者
が
減
少
し
、
県
人
口
に
占

め
る
割
合
も
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
県
内
に

お
い
て
も
若
者
は
都
市
部
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。
た
だ
し
、
二
十
代
・
三
十
代
人
口
の
割
合

が
最
も
高
い
山
形
市
（
二
五
・
九
％
）
で
も
全
国
平
均

（
二
七
・
七
％
）
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
形

県
全
体
か
ら
�
若
さ
�
が
失
わ
れ
て
い
る
様
子
が
う

か
が
え
る
。

高
校
卒
業
者
は
ど
こ
へ
行
く
？

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
山
形
県
で
は
二
十
代
・
三
十
代

の
若
者
が
減
少
し
た
の
か
。
そ
の
一
端
を
探
る
た
め

に
、
山
形
県
内
で
の
新
規
高
卒
者
の
動
向
に
注
目
し

て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
高
校
進
学
率
が
男
女
と
も
に
八
〇
％
を
突

破
し
た
昭
和
四
十
七
年
以
降
の
、
高
校
卒
業
者
の
推

移
を
見
る
と
（
図
３
）、
昭
和
四
十
七
年
に
約
二
万
人

い
た
卒
業
者
は
、昭
和
六
十
年
に
一
万
五
、〇
〇
〇
人

弱
ま
で
減
少
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
五
年
に
は
一
万

七
、〇
〇
〇
人
弱
ま
で
増
加
し
た
も
の
の
、再
び
減
少

に
転
じ
、平
成
十
四
年
の
卒
業
者
は
一
万
三
、九
〇
〇

人
と
、
過
去
三
十
年
余
り
で

最
低
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、

こ
の
間
、
高
校
進
学
率
は
上

昇
し
て
い
る
の
で
、
高
校
卒

業
者
の
減
少
は
、
そ
の
ま
ま

子
ど
も
の
減
少
と
置
き
換
え

て
も
よ
い
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
高
卒
後
の
進
路
を

見
る
と
、
昭
和
四
十
七
年
に

六
五
％
だ
っ
た
就
職
率
は
、

平
成
十
四
年
に
は
二
九
％
に

低
下
し
た
。
逆
に
、
昭
和
四

十
七
年
に
一
七
％
だ
っ
た

（
大
学
お
よ
び
短
大
へ
の
）進

学
率
は
、
平
成
十
四
年
に
は

三
三
％
に
上
昇
し
、
平
成
十

一
年
以
降
、
就
職
率
を
逆
転

し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、こ
れ
ら
進
学
者
お
よ
び
就
職
者
の
う
ち
、

ど
れ
だ
け
の
人
が
県
内
の
大
学
・
短
大
に
進
学
し
た

の
か
、ま
た
は
県
内
で
就
職
し
た
の
か
を
見
る
と（
図

４
）、
進
学
で
は
昭
和
六
十
年
（
三
〇
・
二
％
）
を
ピ
ー

ク
に
県
内
進
学
率
が
低
下
し
て
い
た
が
、
平
成
十
三

年
に
東
北
公
益
文
科
大
学
が
開
校
し
た
影
響
で
上
昇

に
転
じ
、平
成
十
四
年
は
二
六
・
一
％
で
あ
っ
た
。
ま

た
、
県
内
進
学
者
の
数
も
、
平
成
十
四
年
は
一
、五
三

一
人
と
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

　

一
方
、
就
職
で
は
過
去
三
十
年
に
わ
た
っ
て
県
内

就
職
率
が
上
昇
し
、
こ
こ
二
、
三
年
は
八
〇
％
を
超
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図３　山形県における高校卒業者と進学率・就職率の推移

資料：学校基本調査報告
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え
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
県
内
就
職
者
数
は
県
内

進
学
者
数
に
比
べ
て
は
る
か
に
多
い
も
の
の
、
県
内

就
職
者
数
自
体
は
漸
減
し
て
お
り
、
特
に
平
成
以
降

は
激
減
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
高
校
生
の
県
内
就

職
志
向
は
だ
ん
だ
ん
強
ま
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
県
内
の
高
卒
労
働
市
場
が
縮
小
し
て
い
る
た
め

に
、
少
な
い
パ
イ
を
取
り
合
う
状
況
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

以
上
か
ら
、
県
内
高
校
卒
業
者
の
動
向
を
概
括
す

る
と
、
ま
ず
、
出
生
数
の
減
少
に
よ
っ
て
高
校
卒
業

者
そ
の
も
の
が
減
少
し
た
。
ま
た
、
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
は
就
職
率
が
高
く
県
内
就
職

者
も
多
か
っ
た
が
、
現
在
で
は
就
職
率
は
進
学
率
を

下
回
り
、
県
内
就
職
者
も
減
少
し
て
い
る
。
一
方
、

進
学
に
つ
い
て
は
、
東
北
公
益
文
科
大
学
の
開
校
な

ど
で
県
内
進
学
者
数
が
増
加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、

そ
も
そ
も
県
内
進
学
率
は
県
内
就
職
率
に
比
べ
て
格

段
に
低
い
た
め
に
、
県
内
進
学
者
数
の
増
加
が
県
内

就
職
者
数
の
減
少
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
至
っ
て
い
な

い
。

　

そ
の
結
果
、
高
校
卒
業
後
に
県
内
で
「
進
学
ま
た

は
就
職
」
し
た
人
の
数
は
、
昭
和
五
十
五
年
の
八
、一

三
一
人
か
ら
、
平
成
十
四
年
は
四
、八
三
九
人
と
、

ピ
ー
ク
時
の
六
割
程
度
に
ま
で
減
少
し
た
の
で
あ

る
。大

学
を
人
材
が
通
過
す
る

　

で
は
、
高
校
卒
業
後
に
大
学
・
短
大
へ
進
学
し
た

人
の
、
卒
業
後
の
動
向
は
ど
う
か
。

　

図
５
は
、
県
内
最
大
の
大
学
で
あ
る
山
形
大
学
に

つ
い
て
、入
学
者
の
出
身
地
と
卒
業
者
の
就
職
先
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
構
成
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
同
大
学
入
学
者
の
う
ち
、
山
形
県
内
の

高
校
を
卒
業
し
た
人
の
割
合
は
、
こ
こ
数
年
三
割
弱

で
推
移
し
て
い
る
。
一
方
、
同
大
学
を
卒
業
し
て
就

職
し
た
人
の
う
ち
、
山
形
県
内
に
就
職
し
た
人
の
割

合
も
、同
じ
く
三
割
弱
で
推
移
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

同
大
学
で
は
毎
年
、
県
外
か
ら
七
割
近
く
も
の
若
者

予
備
軍
を
吸
収
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
卒
業

後
は
同
じ
割
合
だ
け
県
外
に
放
出
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
も
っ
と
も
、
図
５
で
、
山
形
県
内
の
高
校
を
卒

業
し
た
人
と
山
形
県
内
で
就
職
し
た
人
は
同
一
人
物

だ
と
は
限
ら
な
い
の
で
、
県
外
の
高
校
を
卒
業
し
て

山
形
大
学
に
入
学
し
た
人
が
、
み
な
就
職
で
山
形
県

を
去
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、

県
内
最
大
の
人
材
（
若
者
予
備
軍
）
の
宝
庫
で
あ
る

同
大
学
が
、
地
域
経
済
の
発
展
に
尽
力
す
る
パ
ワ
ー

や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
源
に
な
っ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
。

　

も
ち
ろ
ん
、
卒
業
生
が
ど
こ
で
就
業
し
よ
う
と
本

人
の
自
由
で
あ
る
し
、
山
形
県
の
労
働
市
場
が
、
県

内
就
職
希
望
者
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
大
き
さ
の
器

を
兼
ね
備
え
て
い
な
い
こ
と
も
、
容
易
に
想
像
さ
れ

る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
全
国
に
国
立
大
学
が
で
き
た

背
景
に
は
、
地
元
経
済
に
貢
献
す
る
人
材
の
育
成
と
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図４　高卒者の県内進学および県内就職の動向の変化（山形県）

資料：学校基本調査報告
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20％ 

10％ 
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S47 50 55 60 H２ ７ 12 14

図５　山形大学における入学者の出身地と卒業者の就職先の地域構成

資料：学校基本調査報告、求人のための山形大学案内

入学者の出身地 卒業者の就職先 
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い
う
よ
り
は
、
入
口
部
分
（
大
学
入
学
時
点
）
に
お

け
る
教
育
機
会
の
均
等
と
い
う
色
彩
が
強
か
っ
た
。

　

と
は
い
え
、
せ
っ
か
く
四
年
間
の
学
生
生
活
を
山

形
県
で
過
ご
し
た
人
材
が
、
そ
の
「
思
い
出
」
を
胸

に
、
県
外
で
能
力
を
発
揮
す
る
の
を
黙
っ
て
見
送
る

の
は
い
さ
さ
か
寂
し
い
も
の
だ
。
そ
の
意
味
で
は
、

山
形
県
出
身
者
が
約
七
割
を
占
め
、
来
年
四
月
に
第

一
期
生
の
卒
業
を
控
え
る
東
北
公
益
文
科
大
学
が
、

ど
れ
だ
け
山
形
県
内
（
あ
る
い
は
庄
内
地
域
）
に
人

材
を
輩
出
で
き
る
の
か
は
、
地
域
の
将
来
に
と
っ
て

も
一
つ
の
試
金
石
に
な
る
だ
ろ
う
。 

実
は
高
ま
る
地
元
定
着
傾
向

　

以
上
、
山
形
県
内
に
お
け
る
高
校
・
大
学
卒
業
者

の
動
向
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
そ
れ
が
県
内
の
二
十

代
・
三
十
代
の
若
者
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可

能
性
を
示
唆
し
た
。で
は
、山
形
県
内
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
間
は
、
最
終
的
に
ど
れ
く
ら
い
地
元
に
残
っ
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

図
６
は
、
庄
内
地
域
の
高
校
を
卒
業
し
た
人
が
、

現
在
ど
れ
く
ら
い
庄
内
地
域
に
残
っ
て
い
る
の
か
を

示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
鶴
岡
市
内

の
高
校
を
昭
和
四
十
一
年
〜
四
十
三
年
に
卒
業
し
た

人
（
現
在
、
五
十
代
半
ば
）
の
う
ち
、
現

在
も
庄
内
に
残
っ
て
い
る
人
は
四
二
％
で

あ
る
が
、
同
じ
く
昭
和
六
十
一
年
〜
六
十

三
年
に
卒
業
し
た
人
（
現
在
、
三
十
代
半

ば
）
の
う
ち
、
現
在
も
庄
内
に
残
っ
て
い

る
人
は
六
四
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
同
じ

く
、
酒
田
市
内
の
高
校
を
卒
業
し
た
人
、

庄
内
郡
部
の
高
校
を
卒
業
し
た
人
に
つ
い

て
も
、
卒
業
年
次
が
若
い
ほ
ど
、
現
在
も

庄
内
地
域
に
残
っ
て
い
る
割
合
が
高
い
。

つ
ま
り
、
地
元
に
お
け
る
若
者
の
数
は
減

少
し
て
い
て
も
、
庄
内
地
域
出
身
者
の
地

元
定
着
傾
向
は
、
む
し
ろ
強
ま
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

こ
の
一
端
は
、
図
４
で
の
高
卒
就
職
者

の
地
元
就
職
率
の
上
昇
に
も
垣
間
見
る
こ

と
が
出
来
る
が
、
一
方
で
、
県
外
流
出
者

の
Ｕ
タ
ー
ン
も
結
果
的
に
地
元
定
着
者
と

み
な
す
な
ら
ば
、
地
元
定
着
率
の
上
昇
に

は
、
こ
う
し
た
Ｕ
タ
ー
ン
の
増
大
も
大
き

く
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

問
わ
れ
る
地
方
居
住
の
意
味

　

そ
も
そ
も
、
Ｕ
タ
ー
ン
も
含
め
て
「
地
元
に
残
る
」

と
い
う
こ
と
は
、
一
般
的
に
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
受
験
戦
争
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
わ
が

国
の
学
歴
社
会
が
、「
一
流
大
学
↓
一
流
企
業
（
ま
た

は
中
央
官
僚
）」
と
い
う
ル
ー
ト
を
、
人
生
に
お
け
る

一
つ
の
成
功
モ
デ
ル
と
し
て
き
た
こ
と
は
事
実
だ
ろ

う
。
だ
と
す
れ
ば
、
山
形
県
の
よ
う
な
地
方
に
お
け

る
地
元
定
着
者
は
、
中
央
に
優
秀
な
人
材
を
輩
出
し

た
あ
と
の
「
搾
り
か
す
」
と
い
え
な
く
も
な
い
。

　

一
方
で
、
Ｕ
タ
ー
ン
を
検
討
し
な
が
ら
そ
れ
が
果

た
せ
な
か
っ
た
人
の
、
一
番
の
理
由
は
「
地
元
に
適

職
が
な
か
っ
た
か
ら
」で
あ
る
と
い
う
研
究
結
果（
江

崎
雄
治
・
専
修
大
学
専
任
講
師
）
を
見
る
な
ら
ば
、

Ｕ
タ
ー
ン
も
含
め
た
地
元
定
着
者
は
、
運
良
く
地
元

に
職
を
得
て
、
地
縁
・
血
縁
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
を

可
能
に
し
た
「
人
生
の
勝
ち
組
」
と
い
え
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

し
か
る
に
、
図
６
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
地
元
定
着

率
の
高
ま
り
は
、
単
に
搾
り
か
す
の
割
合
が
増
大
し

た
だ
け
な
の
か
、
そ
れ
と
も
、
地
方
居
住
の
価
値
が

見
直
さ
れ
、
都
会
の
通
勤
地
獄
や
住
宅
難
に
苦
し
む

エ
リ
ー
ト
達
に
対
し
て
、
人
間
と
し
て
の
幸
せ
を
見

出
せ
な
く
な
っ
て
き
た
兆
し
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

筆
者
は
残
念
な
が
ら
、
こ
の
疑
問
に
答
え
を
出
す

客
観
的
根
拠
は
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、二
十
代
・
三
十
代
で
地
元
に
残
っ
て
い
る
若
者

こ
そ
が
、
そ
の
地
域
の
将
来
を
支
え
て
い
く
貴
重
な

戦
力
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
確
信
し
て
い
る
。

　（
謝
辞
）
高
校
同
窓
会
名
簿
の
収
集
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
、

学
校
、
同
窓
会
、
個
人
の
各
位
に
こ
の
場
を
借
り
て

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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資料：各高校の同窓会名簿

鶴岡市内の高校：鶴岡南、鶴岡北、鶴岡工業、鶴商学園（現･鶴岡東） 

酒田市内の高校：酒田東、酒田西、酒田北、酒田工業、酒田商業、酒田中央、酒田南 

庄内郡部の高校：庄内農業、山添、遊佐 

■庄内郡部 
■酒田市内 
■鶴岡市内 

鶴岡市内の高校 庄内郡部の高校 酒田市内の高校 

100％ 
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図６　庄内地域の高校卒業者のうち、現在庄内地域に残っている人の割合


